
と曇且5
　まちのうごき

人　口5，959人（一41

　男　2，871人（＋！l

　女3，088人〔一51

世帯数1，774戸（†6〕

　平成2年8月1日現でi

　　　　は対前目比

六物にUつくり

平成2年

9

～牧水ふれあい釣り大会～

　7月22日．商工会青年部主催による「牧水ふれあい釣り大会＝が

牧水公園河ノiIフールで行われました。当Eは約アoo人が訪れ＼放流

されたマスを次から灰へと釣り上げていました。

　また、マスのつかみ取りも行われ＼大物をつかまえてびっくりす

るチビッコもいました。

峰のうへに巻き立てる雲のくれなみの

　　　　　挺せゆくなべに秋の風吹く

牧　水
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＝＝＝ ﾆ委貝会委員決まる
塑瞬・吻◎浄く鋲吻6短・赦9彰・塑・二・ふ＝◆¢？頓帆．ウ幽鰯吻典・嚇伽・拠函軸・殉ゆ＝・喫←二・鰯一・聴碗愈◆桝る＝・9＝・・聴・沖？二？ψ＝…　？。＝・向三◆・＝◆・＝・

東郷町農業委員会委員が決まりました，今回は、12名の定数と同数の立候補となったため選挙は行われず

無投票により当選されました．なお、農業委員会は、選挙される委員12名と、農業協同組合（1名）、農業共

済組合（1名）、東郷町議会（2名｝からそれぞれ推薦され、町長が選任する委員4名の合計16名からなって

います。又、会長には黒木睦實さん（寺迫区）、副会長には寺原昭一さん（八重原区）が互選されました．
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調
査
内
容
は

簡
単
で
す
！
安
心
で
す
！

　
調
査
は
、
ま
ず
9
月
下
旬
に
調
査

員
か
お
宅
に
お
伺
い
し
、
世
帯
ご
と

に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
．
．
調
査
内

容
は
全
部
で
二
十
二
項
目
で
す
．
．
ご

家
族
全
員
の
氏
名
、
出
生
の
年
月
、

就
業
状
況
な
ど
を
記
入
し
て
も
ら
い

ま
す
　
旅
行
な
ど
で
一
時
留
守
に
し

し
い
る
方
、
長
期
滞
在
し
て
い
る
方
、

今
回
が
1
5
回
目
の

国
勢
調
査
で
す

　
卜
1
1
一
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
．
．

　
こ
の
調
査
は
、
大
正
九
年
か
ら
五

年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
が
十
五
回

目
に
な
り
ま
す
．
．
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
方
が
対
象
と
な
り
、
今

回
は
全
国
で
約
一
億
二
千
四
百
万
人

に
及
ぶ
と
見
込
ま
れ
げ
、
い
ま
す
．
．
も

ち
ろ
ん
あ
な
た
も
、
あ
な
た
の
家
族

も
対
象
で
す
．
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数
字
か
ら
描
く
日
本
の
ゆ
め
・
み
ら
い

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
も
含

ま
れ
ま
す
．

　
ま
た
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
一
人
暮

ら
し
の
方
、
下
宿
し
て
い
る
方
は
、

未
成
年
で
も
学
生
で
も
世
帯
主
と
し

て
こ
一
記
入
く
だ
さ
い
．
．

　
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
を
他

に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以
外
の
目
的

に
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
固
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
一
ど
う
ぞ
安
心
し

て
、
あ
り
の
ま
ま
を
正
確
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。
調
査
票
は
後
日
、
調
査

員
が
集
め
に
伺
い
ま
す
。

調
査
結
果
は
暮
ら
し
に

　
　
　
生
か
さ
れ
て
い
ま
す

　
国
勢
調
査
は
、
法
律
に
基
づ
い
て

国
が
行
う
調
査
で
す
，
調
査
の
目
的

は
、
わ
が
国
の
人
口
を
正
確
に
把
握

す
る
ほ
か
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
行
す
る

高
齢
化
社
会
や
国
際
化
社
会
、
人
口

移
動
の
実
態
、
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
、
高
齢
者
世
帯
の
把
握
、
住
宅
事

情
の
把
握
な
ど
、
日
本
の
現
在
の
姿

を
正
確
に
知
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
．
．
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調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
村
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
を

考
え
て
い
く
大
切
な
資
料
と
な
り
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
．
．
つ
ま

り
、
あ
な
た
が
ご
記
入
く
だ
さ
っ
た

答
え
が
国
民
全
体
の
貴
重
な
財
産
と

な
り
、
ま
た
、
よ
り
快
適
で
住
み
よ

い
日
本
、
安
心
で
き
る
未
来
を
築
く

た
め
の
道
し
る
べ
と
な
る
の
で
す
．
、

　
十
月
「
日
、
国
勢
調
査
に
是
非
皆

さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
．
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「敬老の日」

最
高
齢
者
は

福
瀬
の
塩
月
テ
イ
さ
ん

～
9
0
歳
以
上
が
4
7
名
～

兀
月
十
五
日
の
「
敬
老
の
日
」
は
、

み
ん
な
で
長
寿
者
を
お
祝
い
し
ま
し

よ
・
つ東

郷
町
で
は
、
八
十
歳
以
上
の
長

年齢
lo2

名

イテ福　瀬i塩月
100歳以上

90歳以上

102歳

存
者
に
敬
老
祝
金
キ
一
贈
り
お
祝
い
一
）

ま
す
が
、
各
公
民
館
で
も
い
ろ
い
ろ

な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
．
．

東
郷
町
の
最
高
齢
者
は
、
今
年
の

五
月
に
百
二
歳
を
迎
え
た
福
瀬
の
塩

月
テ
イ
さ
ん
で
、
ま
た
、
瓦
十
歳
代

の
人
は
四
十
六
名
に
な
り
ま
す
．
．

皆
さ
ん
健
康
維
持
に
努
め
て
、
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
．
．（

年
齢
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
ま

で
に
達
す
る
年
齢
．
人
数
は
平
成
二

年
．
八
月
十
五
日
現
在
の
住
民
登
録
が

基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
）

地区名　　氏　　　名　　年齢 地区名　1　氏　　　名　　年齢
寺　　迫　　小　形　レ　ッ…90　　　　　　1 鶴野内　　黒　木　　　　猛　　92ト

〃　　　　　黒　　オく　　日出夫　…　9　1 η　　　　　　LU　　内　　糸岡五良「1　　92

〃　　　　．黒　　木　　キ　　→一　…　90　　　　　1 ”　　　　金　丸　盛　松：91

福　　瀬　　小　林　　ミ　ヤlg3 リ　　　　　　ノ」・　材く　初三良B　：　92

小野田　　吉　野　マスエ．91 ・　　　　今　山　　ミサヲ　　91

〃　　1小　林　留三郎：93 迫野内　．黒　木　文　作　　91
〃　　　「小　　林　　シ　　ナ　i　gO 八　重　原　　田　　村　　厚　　士　　90

〃　　　：肥　　田　　サカヨ　195　1

田　　野　1夫　野　辰　治．90

〃　　　福　谷　キクエ　　91 〃　　　那　須　嘉　市…94

〃 　　　　1ｧ　山　カ　ネ　92 羽　　坂　　寺　田　　　清ト90

〃 森　田　マ　チ　95 〃　　：甲　斐　彌　吉 95

〃 土　田　キクノ　94 f中　　　深　　：．苧：　野　　新　　七 98

〃 黒　木　ハツエ　　91 ”　　…若　杉　善　作 92

〃 金　内　ハ　ナ 91 ・　　…三　浦　マ　ツ 98

〃 本　宮　ウ　メ 90 〃　　　…矢　　野　　フ　　ク 92

〃　　…里　見　ト　ク ：94
”　　　1那　　須　　ヨ　　ネ　1 91

〃　　　日　吉　チ　ヨ！90 坪　　谷 1和　田　　　榮 92

〃　　1河　野　辰　治i96　1

〃 高　僑　治太郎 90

鶴野内 中　平　堅　吉i91 〃 酒　井　　　清1 90

〃 南　濱　ト　メ　93 〃 　　　　1宦@原　フ　ジi91

〃 寺　原　ミチル 90 〃 那　須　力　彌…94

〃 西　村　ト　シ 92 越　　表 田　中　ヨ　ノ 92

〃 黒　木　タ　ク 92 〃 藤　井　キ　ク 90

「罎
　
今
年
度
の
産
業
文
化
祭
は
、
1
1
月

10

凬
ﾖ
、
1
1
日
㈲
に
、
町
中
央
公
民

館
及
び
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
農
林
産
品
展
に
つ
い

て
は
例
年
出
品
数
が
少
な
い
よ
う
で

す
、

「
　
本
年
は
、
今
か
ら
計
画
的
に
作
付

け
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
出

品
を
お
願
い
し
ま
す
．
．

僻．
番
（
番
号
案
内
）
の

無
料
措
置
に
つ
い
て

　
一
C
四
番
へ
の
電
話
番
号
問
い
合

わ
せ
ば
、
本
年
十
二
月
】
日
を
目
途

に
料
金
（
一
番
号
案
内
に
つ
き
三
十

円
）
を
負
担
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
目
や
上
肢
等
に
一
定
程
度

以
上
の
障
害
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

N
T
T
支
店
ま
た
は
営
業
所
に
事
前

に
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ば
、
今
ま

で
ど
お
り
無
料
で
番
号
案
内
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一、

ﾎ
象
と
な
る
方

。
身
体
傷
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
次

　
の
障
害
を
有
す
る
与

　
●
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級

　
別
が
一
～
六
級
で
視
覚
障
害
を

　
肩
す
る
方
．
．

＜
昨
年
の
産
業
文
化
祭

　
　
　
農
林
産
品
展

介でゴ”、
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礎
進

．
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〕

●
身
体
障
害
者
等
級
表
に
よ
る
級

　
別
が
一
～
二
級
で
肢
体
不
自
由

　
　
（
L
肢
）
、
（
体
幹
）
、
〔
乳
幼
児

　
期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳
病
変

　
に
よ
る
運
動
機
能
障
害
）
の
障

　
害
を
有
す
る
方
、

○
戦
病
傷
者
手
帳
を
お
持
ち
で
次
の

障
害
を
有
す
る
方

●
重
度
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症

　
～
第
六
項
症
で
視
力
障
害
を
有

　
す
る
方

●
重
度
障
害
の
程
度
が
特
別
　
項
症

　
～
第
二
項
症
で
上
肢
に
障
害
を

　
有
す
る
方

二
、
N
T
T
へ
の
申
し
込
み
方
法

〇
九
月
一
日
よ
り
申
し
込
み
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
．
．

O
詳
し
く
は
局
番
な
し
の
一
一
六
番

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

、
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こ“、
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▼超早場米「コシヒカリ・出荷

　東郷町で早期米の生産が始まったのが、昭和30年代，

時代は変わって、消費者に喜ばれる一うまい米．をい

かに早く出荷できるかが、今の流れになっています、

　8月7日に超早場米の出荷が行われましたが、盆以

前に出荷されるのは東郷町では初めての事です，

　今後一層の早期米の生産拡大が期待されます。

▲臼太鼓を披露～食と緑の博覧会～

　8月8日から宮崎空港では「食と緑の博覧会」が開

催されていますが、11日には、この会場で7市町村の

日』として郷土芸能が披露されました。

　東郷町からは、坪谷の臼太鼓保存会の皆さんが出演

し、郷土色豊かな臼太鼓踊りに会場から万雷の拍手が

送られました．

玄
”煙職蛎77㌃響蓼煽〕拶

噛」己．

ア

》・
誌
ジ

▼県六会で優勝～坪中男子庭球部～
　7月22、23日に県総合運動公園で行われた第41回宮崎県

中学校夏季体育大会に出場した坪谷中学校男子庭球部（監

督稲澤先生）は、団体の部、個人の部ともに優勝し8月7、

8日に大分で行われた九州大会に出場しました。

　九州大会では、団体の部は予選リーグで惜敗しましたが、

個人の部で、三浦圭史君と挾間浩一郎君が3位に入賞し、

8月21、22日に高知県で行われる全国大会の出場権を得ま

した。
・
磯
報
事
瀦

▲シートベルトを着用してますか？

　7月26日、町交通安全対策協議会では婦人会の協力

を得て交通安全の街頭指導を行いました。

　当日は、327号を通るドライバーにヤクルトを配りな

がら、交通安全〔特にシートベルトの着用〕を呼びか

けました、

　
　
　
　
　
㎡
驚
．

◎
ザ

重
　
　
駕

、
、
一
璽

．
痢鷹

9

毒
。
．

《

経ヴ㌧
　」■L　　　　A

＜今年の夏も
　　　　納涼バスレ

臨丸ン

　w撃搦興「
　’

ﾓ卿一
■

昨
年
に
続
い
て
今
年
の

夏
も
、
宮
崎
交
通
の
一
納

涼
バ
ス
」
が
牧
水
公
園
へ

数
回
運
行
し
ま
し
た
，

　
今
年
は
、
日
向
市
の
生

バ
ン
ド
の
グ
ル
ー
プ
の
演

奏
も
行
わ
れ
、
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
は
、
納
涼
バ
ス
の
お

客
さ
ん
や
地
元
の
方
々
も

訪
れ
て
大
に
ぎ
わ
い
で
し

た
。
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ξ
∈
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5
ー
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∈
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曙
ξ
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点
描
㈲

牧
水
の

弟
子
た
ち

…　舳

…
≧
…
；
…
…
…
…
；
』

②
　

甲
斐
千
代
麿

　
甲
斐
干
代
麿
は
東
郷
村
初
代
村
長

甲
斐
定
一
郎
（
明
治
二
十
二
年
五
月

就
任
）
の
孫
で
、
明
治
三
十
五
年
四

月
小
野
田
に
生
ま
れ
る
．
、
父
は
春
夫
．
．

山
陰
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
を
卒

業
し
、
十
八
歳
の
時
か
ら
牧
水
の
影

響
を
受
け
短
歌
に
親
し
む
．
一

　
大
正
十
二
年
、
志
を
立
て
東
京
陸

軍
工
科
学
校
に
入
学
し
、
卒
業
後
は

昭
和
二
十
年
八
月
の
終
戦
時
ま
で
軍

籍
に
身
を
置
い
た
，

　
千
代
麿
は
身
は
軍
籍
に
あ
り
な
が

ら
青
年
時
代
か
ら
牧
水
に
憧
れ
、
黒

木
伝
松
、
越
智
渓
水
等
と
親
交
を
深

く
し
て
、
作
歌
の
道
は
死
に
至
る
ま

で
絶
ゆ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　
終
戦
後
、
延
岡
の
旭
化
成
火
薬
部

に
入
社
、
旭
化
成
の
火
薬
販
路
が
全

国
に
及
ん
で
、
そ
の
使
用
指
導
に
国

内
各
地
を
廻
る
多
忙
な
状
況
に
あ
っ

た
．
．
ま
た
、
当
時
山
陰
に
誕
生
し
た

「
山
彦
短
歌
会
」
の
講
師
と
し
て
延

岡
か
ら
週
】
回
夜
間
指
導
に
来
て
い

た
．
．
山
彦
短
歌
会
が
時
が
た
つ
に
つ

れ
活
動
が
鈍
り
か
け
た
時
、
千
代
麿

は
「
．
牧
水
の
ふ
る
さ
と
の
短
歌
会
と

し
て
の
自
覚
に
目
ざ
め
よ
」
と
叱
り

つ
け
る
よ
う
励
ま
さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

　
昭
和
三
十
三
年
、
旭
化
成
を
退
職

し
て
東
京
に
転
住
し
た
。
こ
れ
は
妻

女
が
新
潟
県
佐
渡
ヶ
島
出
身
で
あ
る

こ
と
と
．
気
息
の
大
学
在
学
の
関
係
も

あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
東
京
に
行

っ
て
か
ら
は
更
に
歌
道
に
精
進
し
、

牧
水
の
妻
女
喜
志
子
さ
ん
、
牧
水
の

愛
弟
子
の
大
悟
法
利
雄
さ
ん
等
と
の

交
友
を
深
く
し
、
創
作
者
会
員
と
な

り
短
歌
も
一
段
と
光
彩
を
放
つ
よ
う

に
な
っ
た
．
．

　
昭
和
四
十
七
年
八
1
一
、
歌
集
「
甲

斐
二
代
麿
一
を
発
刊
し
高
く
評
価
さ

れ
た
。

　
現
在
、
町
民
の
中
に
甲
斐
干
代
麿

を
知
っ
て
い
る
人
は
少
な
い
と
思
う

が
、
牧
水
の
郷
土
門
下
生
と
し
て
は

黒
木
伝
松
、
越
智
渓
水
、
甲
斐
千
代

麿
の
三
人
は
、
直
接
牧
水
の
薫
陶
と

歌
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。
郷
土
が

レ
牧
水
の
弟
子
、
甲
斐
千
代
磨

誇
る
歌
人
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　
千
代
麿
の
歌

O
歌
碑
の
畠
除
か
れ
し
と
こ
ろ
利
雄

　
伝
松
高
弟
二
人
が
交
々
朗
詠
す

　
（
昭
和
二
卜
二
年
九
月
生
家
裏
山

　
　
歌
碑
建
設
の
際
）

O
美
々
津
川
こ
の
水
山
の
山
陰
な
る

　
　
竹
馬
の
友
が
酒
倉
を
思
ふ

　
O
幾
度
か
頭
上
に
時
の
山
鳴
り
て
果

　
　
つ
べ
く
も
な
く
歌
碑
祭
の
酒

　
O
こ
の
村
の
初
代
村
長
の
孫
な
り
と

　
　
吾
れ
を
下
座
に
据
え
ぬ
が
ま
だ
を

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長
　
都
甲
鶴
男

ソ
ひ
メ
ひ
メ
ひ
メ
ひ
メ
ひ
メ
ゆ
メ
ひ
ゴ
ゆ
ゴ
ひ
ゴ
ひ
ゴ
ほ
ゴ
ゆ
ゴ
ひ
メ
ゆ
ゴ
ひ
ゴ
ゆ
ゴ
ひ
ゴ
ハ

湘

「
～
ひ
～
ひ
～
浄
～
ひ
～
．
～
σ
～
9
～
◎
～
φ
～
φ
～
φ
～
・
～
φ
～
．
～
昏
～
．
～
ψ
艮

禰］
⑲
牧
水
歌
碑

延
岡
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
　
〔
延
岡
駅
前
）

教
育
長

　
　
渡
辺
邦
彦

ふ
る
さ
と
に
帰
り
来
り
て
ま
つ
聞

く
は
か
の
城
山
の
時
告
ぐ
る
鐘

　
延
岡
駅
前
広
場
の
す
ぐ
目
に
つ
く

所
に
こ
の
歌
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
．
．

こ
の
歌
碑
は
延
岡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
が
建
立
し
た
も
の
で
、

昭
和
五
十
四
年
九
月
半
除
幕
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
先
月
号
で
も
同
じ
く
「
城

山
の
鐘
」
の
歌
を
紹
介
し
て
、
牧
水

が
八
年
間
の
学
業
生
活
を
城
山
の
鐘

の
音
を
日
夜
聞
き
な
が
ら
過
し
た
こ

と
を
記
し
ま
し
た
．
．

　
こ
の
歌
は
大
正
十
三
年
の
春
、
牧

水
の
父
立
蔵
さ
ん
の
十
三
回
忌
法
要

の
た
め
、
ト
一
年
ぶ
り
1
1
↑
帰
郷
し
た

時
の
作
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
聞
く
城

山
の
鐘
の
音
、
よ
ほ
ど
逸
し
く
感
じ

た
の
で
し
ょ
う
・
・

　
牧
水
は
こ
の
年
の
三
月
の
初
め
、

長
男
旅
人
さ
ん
を
伴
っ
て
沼
津
を
出

発
し
ま
し
た
。
引
割
屋
・
大
阪
・
厳

島
・
山
口
を
巡
っ
て
九
州
に
入
り
、

戸
畑
か
ら
長
崎
、
そ
の
後
熊
本
を
経

て
宮
崎
に
着
き
、
三
月
二
十
七
日
に

故
郷
坪
谷
に
帰
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
の
旅
に
つ
い
て
、
旅
人
さ

ん
が
ひ
と
つ
の
思
い
出
を
語
っ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
紹
介
し

ま
し
ょ
う
．
．

　
【
各
地
で
は
大
変
な
歓
迎
を
受
け

た
．
．
旅
館
も
上
等
の
部
屋

が
と
っ
て
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
宮
崎
の
旅
館
に
着
い

た
時
、
通
さ
れ
た
部
屋
は

西
陽
の
あ
た
る
う
す
ぎ
た

な
い
部
屋
だ
っ
た
。
女
中

が
入
っ
て
来
て
宿
帳
を
出

し
た
時
、
父
は
若
山
繁
と

本
名
を
記
し
た
．
．
私
は
な

ぜ
牧
水
と
書
か
な
い
の
か

と
父
に
詰
問
し
た
。
牧
水
と
書
け
ば

も
っ
と
上
等
の
部
屋
に
替
え
て
く
れ

る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
。

と
こ
ろ
が
父
は
『
い
い
じ
ゃ
な
い
か
、

静
か
で
い
い
部
屋
だ
』
と
言
っ
て
笑

っ
て
い
た
．
．
夕
食
も
す
み
し
ば
ら
く

し
て
旅
館
の
主
人
が
入
っ
て
き
て
「

大
変
失
礼
し
ま
し
た
。
部
屋
を
替
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
』
と
言
う
の
だ
．

他
所
か
ら
父
に
電
話
が
入
っ
て
牧
水

と
い
う
こ
と
が
旅
館
の
・
王
人
に
判
っ

た
ら
し
い
．
し
か
し
、
父
は
『
い
や
、

こ
こ
で
結
構
で
す
。
と
て
も
落
ち
つ

い
た
い
い
部
屋
で
す
』
と
笑
顔
で
答

え
て
移
動
し
な
か
っ
た
一
と
い
う
こ

と
で
し
た
．
．
牧
水
の
人
柄
の
一
面
を

う
か
が
わ
せ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
．
．

　
郷
里
で
四
月
十
二
日
に
亡
父
の
法

要
を
終
え
、
母
マ
キ
を
伴
っ
て
坪
谷

を
出
発
、
沼
津
に
帰
宅
し
ま
し
た
。

（
母
は
約
一
ヶ
月
沼
津
に
滞
在
し
、

坪
谷
へ
帰
り
ま
し
た
．
）

レ
延
岡
駅
前
の
歌
碑

、
つ

こ“
・
つと報町ID平成2年9月号

⑬
東
郷
病
院
の

診
療
体
制
に
つ
い
て

東
郷
町
立
病
院

　
院
長
甲
斐
敏
弘

r鯉

難
勧細ぜげ

、
箋
，

　
今
回
は
東
郷
病
院
の
診
療
体
制
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
東
郷
病
院
は
町
内
の
唯
｝
の
病
院

で
す
の
で
、
そ
の
仕
事
の
内
容
は
通

常
の
内
科
外
科
の
外
来
診
療
と
入
院

患
者
さ
ん
の
治
療
、
往
診
等
の
他
に
、

職
場
の
検
診
や
二
つ
の
老
人
ホ
ー
ム

の
回
診
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
て
い

る
住
民
検
診
、
生
命
保
険
の
契
約
時

の
診
査
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
、
以
外
1
1
一
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
鬼
塚
先
生
と
ゆ
っ
く
り
話

を
す
る
時
間
が
無
い
日
も
結
構
あ
り

ま
す
、
ま
た
医
師
の
専
門
性
か
ら
言

う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
だ
け
で
は

な
く
、
広
い
範
囲
の
病
気
の
診
療
や

検
診
業
務
を
行
う
必
要
に
迫
ら
れ
ま

す
、　

実
際
の
診
療
内
容
に
関
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ
ん
は
高
齢
の
方

で
、
過
疎
地
域
と
し
て
の
地
域
の
特

性
が
で
て
い
ま
す
。
外
来
患
者
さ
ん

の
平
均
年
齢
は
七
十
歳
を
超
え
て
い

る
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

重
症
度
毎
の
対
処
方
法
と
し
て
は
、

以
下
の
よ
う
に
三
段
階
あ
る
と
考
え

て
頂
け
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。
T
）

我
々
二
人
だ
け
で
対
処
で
き
る
も
の

②
誰
か
の
応
援
を
要
請
し
て
東
郷
病

院
で
行
う
も
の
、
3
特
殊
な
技
術
や

施
設
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
諸
般
の

事
情
か
ら
後
方
病
院
（
県
立
病
院
な

ど
）
で
の
治
療
を
依
頼
す
る
場
合
の

三
つ
で
す
。

　
特
に
二
番
目
の
応
援
の
要
請
に
つ

い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
入
郷
地

区
の
〔
東
郷
・
西
郷
・
諸
塚
・
椎
葉
）
各

病
院
間
で
協
定
を
結
ん
で
以
来
、
お

互
い
に
協
力
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
領
域
を
生
か
し
た
診
療
を
行

診
療
体
制

0
東
郷
病
院
の
医
師
で
治
療

②

　
　
　
　
↑

他
の
病
院
（
入
郷
地
区
）
の

医
師
の
応
援
を
得
て
治
療

　
　
　
　
↑

後
方
病
院
（
県
立
病
院
な

ど
）
へ
治
療
を
依
頼

っ
て
い
ま
す
．
医
療
器
機
に
対
し
て

も
効
率
的
な
利
用
が
さ
れ
て
い
る
と

言
え
ま
す
．
．
分
か
り
や
す
く
三
面
え
ば
、

医
師
が
二
人
し
か
い
な
い
病
院
で
、

医
師
三
人
分
以
上
の
医
療
内
容
を
提

供
で
き
る
と
ゆ
う
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
協
力
体
制
は
、
い
わ
ば
入

郷
地
区
を
一
つ
の
広
域
的
な
医
療
圏

と
考
え
対
処
し
て
い
る
訳
で
す
．
、

　
た
だ
将
来
に
亘
っ
て
、
現
在
の
ま

ま
で
良
い
の
か
は
疑
問
の
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
す
ま
す
高
齢
者
の
比
率

は
増
え
て
き
ま
す
し
、
肝
心
の
生
産

者
層
は
さ
ら
に
減
少
し
て
い
く
事
が

　
八
月
現
在
、
全
国
的
に
も
県
内
に

お
い
て
も
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
が

激
増
し
て
い
ま
す
。
高

城
町
は
交
通
安
全
町
民
　
　
”

大
会
を
、
ま
た
小
林
市
を

輪
講
禎

防
止
総
決
起
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
人
々
の
交
通
安
全
の

意
識
を
高
め
、
事
故
防
止

に
は
大
き
な
効
果
が
あ
り

・
す
が
、
町
民
の
貴
重
窒
前

日
を
犠
牲
に
し
て
町
民
大
会

を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

余
程
重
要
な
事
で
は
な
い
限
り

行
う
べ
き
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
し
て
交
通
事
故
の
発
生
が
県
内
上

考
え
ら
れ
ま
す
．
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
も
養
護
老
入
ホ
ー
ム
も
今
で
さ

え
満
杯
に
近
い
状
態
で
す
。

　
こ
の
入
郷
地
区
の
医
療
福
祉
に
つ

い
て
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え

て
い
こ
う
と
す
る
意
見
が
で
て
い
ま

す
．
、
行
政
と
病
院
、
保
健
所
が
一
体

と
な
っ
て
検
討
夕
｝
重
ね
て
い
こ
・
り
と
、

現
在
そ
の
研
究
会
を
作
る
準
備
を
し

て
い
ま
す
．
．
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
え
れ
ば
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。

渉赦β

φ停

③

　
．
．
．
．
＝

位
と
い
う
不
名
誉
な
こ
と
で
町
民
大

会
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
は
「
活

力
に
満
ち
た
牧
水
の
ふ
る
さ
と
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
東
郷
町
と

し
て
は
、
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
東
郷
町
も
過
去
に
お
い

て
一
度
だ
け
事
故
の
発
生
が
県
内
ヒ

位
と
な
り
、
死
亡
者
も
出
た
た
め

　
決
起
大
会
を
考
え
た
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
。
現
在
も
郡
内
の
交
通
事

　
　
故
発
生
は
最
も
高
い
位
置
に
あ

　
　
り
、
決
し
て
油
断
は
で
き
ま
せ

ん
．
．　

人
口
六
千
人
の
私
達
の
町
に
と
っ

て
交
通
事
故
は
町
全
体
の
痛
み
で
す
．
、

運
転
者
も
歩
行
者
も
基
本
的
な
交
通

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て
、
交
通

事
故
防
止
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
．
．

紫
蘇
の
葉
の
匂
い
か
ぎ
つ
つ
揉
み
洗

ふ
川
面
に
す
が
し
夏
の
風
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

コ
ン
ク
リ
の
下
に
棲
み
居
る
蟻
の
群

の
た
ゆ
ま
ぬ
動
き
倖
盛
ら
れ
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

朝
あ
け
に
声
澄
み
て
哺
く
せ
き
れ
い

の
定
ま
り
み
て
来
る
柿
も
実
を
着
く

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

久
に
逢
ふ
ヌ
イ
も
老
い
た
り
言
か
わ

す
つ
き
ぬ
語
ら
い
は
兄
伝
松
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

思
わ
ざ
る
日
和
続
き
に
六
月
の
土
手

の
紫
陽
花
玉
の
小
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

欝
歩
蓮
ぱ

・
才
琶
挙
バ

　
τ
ね
〃
翻

6「じ
”
し

留
．
）

乃

，

秋
の
交
通
安
全
運
動

9
月
2
1
日
～
3
0
日



平成2年9月号凶、
つ

こ“、
つ

と報町

圃回

慧轟
慰
評

グ
ラ
ウ
ン
ド
開
放
の

　
お
知
ら
せ

　
東
郷
町
陸
上
競
技
協
会
で
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
町
民
体
育
大
会
の
練

習
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
左
記

の
と
お
り
ナ
イ
タ
ー
照
明
を
つ
け
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
開
放
し
ま
す
．
．
ど
な

た
で
・
も
お
一
八
軽
…
－
・
ト
ご
利
用
く
だ
さ
い
．
、

▽
期
間
　
9
月
1
3
日
～
1
0
月
1
8
日
ま

　
　
　
で
の
毎
週
木
曜
日

▽
時
間
　
午
後
6
時
～
午
後
8
時
3
0

※
用
具
類
も
準
備
し
て
お
り
ま
す
。

税
の
無
料
相
談

　
熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
宮
崎
分

室
で
は
、
次
の
日
程
に
よ
り
税
の
無

料
相
談
を
実
施
し
ま
す
、

　
当
日
は
、
税
に
つ
い
て
の
知
識
や

経
験
の
曲
豆
富
な
税
務
相
談
官
が
、
皆

さ
ん
の
税
に
関
す
る
相
談
に
対
し
て
、

納
得
の
い
く
ま
で
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
応
じ
ま
す
．
相
談
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
9
月
7
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▽
場
所
　
日
向
商
工
会
議
所

　
　
　
　
日
向
市
上
町
3
の
1
5

　
　
　
盈
0
9
8
2
㊤
5
1
3
1

1
0
月
か
ら
毎
月
第
二
・

第
四
土
曜
日
、
役
場
は

　
休
み
に
な
り
ま
す

　
六
月
の
定
例
町
議
会
で
「
．
東
郷
町

の
休
日
を
定
め
る
条
例
一
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
．
．
こ
の
条
例
で
定
め
ら
れ

た
町
の
休
日
は
、
日
曜
日
と
毎
月
の

第
二
、
第
四
土
曜
日
、
国
民
の
祝
日

と
し
て
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
日
、

及
び
ト
ニ
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の

一
月
三
日
ま
で
の
日
（
年
末
年
始
の

休
日
）
と
な
り
ま
し
た
、

　
今
ま
で
の
休
日
に
加
え
、
卜
月
か

ら
毎
月
第
二
、
第
四
土
曜
日
も
役
場

は
休
み
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
休
日
に

は
町
の
機
関
の
執
務
は
原
則
と
し
て

行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
土
曜
閉
庁
に
よ
る
四
週
六
休

制
の
導
入
は
、
国
の
機
関
が
昭
和
六

長
四
年
】
月
か
ら
、
県
が
平
成
元
年

八
月
か
ら
行
っ
て
お
り
町
も
こ
の
度

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
制
度
の
導
入
の
背
景
に
は
労
働
時

間
の
短
縮
問
題
が
国
際
的
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し

て
金
融
機
関
を
は
じ
め
企
業
等
の
土

曜
休
業
に
併
せ
行
政
庁
も
こ
れ
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
、

　
本
町
の
実
施
方
針
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
な
く
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
町

民
各
位
の
御
理
解
、
御
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
．
．

行
政
相
談
・
人
権
相
談

▽
日
時
　
9
月
1
8
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館
二
階
和
室

今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
四
期

宅）窃三二るiか〔恥

豊年：叢雲三三禽
9月16日（日）19時開演

牧水公園「ふるさとの家」

●と　き

●ところ

★出し物 羽坂区青年団
「現代劇」

唱酬区青年団
「桜宗吾郎一㈹

箸
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
小
野
田
の
湖
風
太
さ
ん
か
ら

　
（
良
子
さ
ん
・
7
1
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
那
須
ヤ
ス
さ
ん
か
ら

　
（
勝
義
さ
ん
・
7
5
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
寺
原
正
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
己
　
　
　
落
前

　
　
　
　
昌
；
0

　　牧水祭
とき9月17日（日）10

ところ　牧水生家裏山歌碑

．
腫

　
（
モ
モ
エ
さ
ん
・
8
3
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
時
雄
さ
ん
か
ら

　
（
新
市
さ
ん
・
7
5
歳
ご
逝
去
）

　
　
◇
一
般
寄
付
◇

　
第
二
卜
五
回
東
郷
小
学
校
卒
業
生

一
同
様
か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
と
金
一
封
の
ご
寄
付

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

壱
癒
寧
脅
牽
融
牽
舞
砂
藁
礁
毒
岱
毒

露
∴
鍾
、
畿
W
鱒
韓

φ
疹
噺
磯
喜
粛
磯
観
土
盛
嶺
融
曝
魯

（
七
月
届
出
分
）

結
婚

　
氏

　
・
矛

お
め
で
と
う

菱小
百
合

直奏
　
三

省
　
吾

住
　
所

鶴
野
内

日
、
司
打

　
　
反

追
野
内

宮
崎
市

田

死
亡
ご
［
福
福
を
祈
り
ま
す

田．馴寺那…小 峯

　1ｺ．木．原須．谷 瀬
氏

平…畦．勝関 良
名

吉…市エ．義…継子
90175：83…75…71…711年

　　　：　I　I
ﾎ歳：歳歳：劇歳i齢

1

福寺：羽．坪…迫…小住
．野…野

瀬迫．坂谷内…田 所
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